景観形成基準に対する措置状況説明書

	立地基準1～5

	□歴史資源周辺　□公園周辺　□緑道沿道　□幹線道路等沿道　□広域生活拠点周辺



	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	建築物の形態、意匠は周辺からの歴史資源の見え方に配慮し、単調な壁面を避けるなどの工夫をする。
	

	
	
	歴史資源と隣接する建築物等の外壁等は、原色や反射する素材を避けることなどにより歴史資源と調和した街並み景観の形成を図る。
	

	
	建築物の周囲　　の空地・外構
	歴史資源に直接接する空地や外構は、積極的に植栽するなど、歴史資源の見え方や一体性に配慮する。
	



	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	公園に面して単調な壁面を避けるなどの工夫をする。
	

	
	
	建築物等の外壁等は、公園のみどりを意識した色調や素材の使用など、公園との調和を図る。
	

	
	
	公園と隣接する建築物等の外壁等は、原色や反射する素材を避けるなど公園と調和した街並み景観の形成を図る。
	

	
	建築物の周囲　　の空地・外構
	公園に隣接する敷地はみどりの確保に努め、みどりの広がりに配慮する。
	



	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	緑道と調和した街並み景観を形成するため、緑道に面して単調な壁面を避けるなどの工夫をする。
	

	
	
	緑道と隣接する建築物等の外壁等は、原色や反射する素材を避けるなど緑道と調和した街並み景観の形成を図る。
	

	
	建築物の周囲　　の空地・外構
	緑道に面する外構部は、生垣とするなど、みどり豊かな街並み景観の形成を図る。
	



	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	低層部と中層部の道路からの見え方の違いを意識し、色調や素材を使い分けたり、壁面の位置の連続性に配慮するなどにより、連続性のある街並み景観の形成を図る。
	

	
	建築物の周囲の空地・外構
	幹線道路等に面する外構部は、植栽するなど、街路樹と調和したみどり豊かな街並み景観の形成を図る。
	



	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	駅前広場等に面する敷地の建築物等は、壁面の位置の連続性に配慮したり、目黒区の顔を意識したデザインとするなど、魅力ある街並み景観の形成を図る。
	

	
	建築物の周囲　　の空地・外構
	周囲の環境に応じた夜間の景観を検討し、周辺の景観に応じた照明を行うなど、華やかさを感じさせる景観の形成を図る。
	


○歴史資源周辺





○公園周辺





○緑道沿道





○幹線道路等沿道





○広域生活拠点周辺








